
1 組 織 名 称 ( 略 称 ) International Multimedia Telecommunications Consortium （IMTC） 

http://www.imtc.org/ 
2 分 類 活動目的 実装仕様化・相互接

続検証 
対象分野 サービス（マルチメデ

ィア関連） 
 技 術 M A P 活動エリア(注1) -1 活動技術（注2） -2 

3 目      的 国際的なオープンスタンダードに基づく、相互運用可能な、リアルタイム、マルチメディ

アテレコミュニケーション製品やサービスの開発、利用を推進する。 

4 組 織 構 成 Board of Directors： 現在8名 （年次総会で選出、任期は2年）、毎月会合を持つ（電

話会議を含む）。 

 Bernard Aboba, Skype/Lync, Microsoft 

David Benham, Cisco Systems 

Stephen Botzko, Polycom, USA 

Matt Collier, LifeSize Communications, USA 

Alex Eleftheriadis, Vidyo, Inc. 

Jan Hickisch, Unify 

Anatoli Levine, Spirent Communications 

Imre Varga, Qualcomm Incorporated.  

ボードの下に以下の組織がある： 

 Technical Steering Committee 

 Working Groups： （Working Groups の下に Activity Groupsがある） 

 ・Carrier Technologies Working Group：    

－Packet Switched Streaming Services (PSS) Activity Group  

－IMS Activity Group 

－3G-324M Activity Group 

－Carrier Telepresence Interoperability (CTI) Activity Group 

 ・Unified Communications Working Group：    

   －Conferencing Interoperability Activity Group 

   －SIP Party Activity Group 

   －SIP over IPv6 (SIPv6) Activity Group 

        －SSV Activity Group 

   －Telepresence Activity Group 

   －Telepresence Interoperability Protocol (TIP) Activity Group 

   －Real-Time Media Software Defined Networking (RTM SDN) Activity  

Group 

－Media Aware Network Element (MANE) Activity Group 

        －WebRTC Interoperability Activity Group  

 ・Education and Promotion Working Group：    

    －Marketing Activity Group 

 ・Requirements Working Group：   

   －Intellectual Property Rights (IPR) Activity Group 

    －Media Processing Activity Group 
5 参 加 資 格 

会 費 
 
 

インターネットアプリケーション開発､サービス、テレコンファレンス機器、ソフト関連企

業、エンドユーザ、教育関連、政府､非営利団体などを含み、特に制限はない。 

・Full Voting Membership： $15,500 /年 

・Non Profit/University Membership： $1,000/年 

・Individual Participant： 無料  

・“start-up” membership： $2,000/年  
6 主 要 メ ン バ 

（2017年4月現在） 

 
(注3) 

主要メンバー： 
 理事会メンバ： 8団体。 

Microsoｔ、Cisco、Polycom、LifeSize Communications、 

Unify, Vidyo, Inc., Spirent Communications、Qualcomm Incorporated 

うち日本企業：0 
 
会員数：24 



うち日系企業数：0 

7 他団体・組織との 
関 係 

リエゾンなど 
IMTC Liaison Relationships： 

3GPP, 3GPP TSG SA WG4 (Codec), DSL Forum, ECMA, ETSI, ETSI TISPAN, 

GCF, HATS, ISMA, ISO/IEC JTC1 SC29, ISO/IEC JTC1 SC29 WG1 (JPEG), 

ISO/IEC JTC1 SC29 WG11 (MPEG), ITU-T, ITU-T SG 16, 

MPEG-4 Industry Forum, TIA, TTC 
8 T T C 活 動 と の 

関 連 性 
 
（注4） 

■TTCの専門委員会活動と関係あり 
対象専門委員会： 
以下の専門委員会の検討領域と重なる 

   ・３GPP専門委員会 

   ・マルチメディア応用専門委員会 
□なし 

9 活 動 状 況 (発行ドキュメント・ソフト、会合開催状況など) 
インターオペラビリティ関係のイベント 

IMTC SuperOp! 、IMTC Connectなど 

他団体とリエゾンステートメントの交換 

IMTCよりITU-Tへ 

3/20/2017 Liaison Statement on Internet of Things IMTC UC Profile 

 
10 設 立 時 期 1994年10月12日 

11 本 部 所 在 地 IMTC, Inc.  

Bishop Ranch 6  2400 Camino Ramon, Suite 375 

San Ramon, CA 94583, USA 

Phone: +1.925.275.6600  Fax: +1.925.275.6691 
12 関 連 標 準 化 技 術 H.320, H.323, H.324 (3G-324 M for cellular mobile systems) and T.120の開発に関与。  

ISO/IEC JTC 1/SC29（MPEG）の策定にも関与。 

3GPP のTS 26.233 and TS 26.234関連製品の相互接続性の認定にも注力。 

13 備 考 規約 

http://www.imtc.org/documents/policy-documents/ 

14 更 新 年 月 2017年 4月 

 
 
 
（注1）活動エリアは以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入のこと。 

2： モバイル系領域を中心に活動を実施 
1： モバイル系領域の活動を主に、固定系領域の活動も実施 
0： モバイル系、固定系の両領域にまだがって活動実施 

-1： 固定系領域の活動を主に、モバイル領域の活動も実施 
-2： 固定系領域を中心に活動を実施 

（注2）活動技術は以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入のこと。 
3： APL（アプリケーション）領域の活動を実施 
2： APL領域の活動を主に、MDL（ミドルウェア）領域の活動も実施 
1： APLとMDLの両領域の活動を実施 
0： MDL領域の活動を実施 

-1： NW（ネットワーク）領域の活動を主に、MDL領域の活動も実施 
-2： NW領域の活動を実施 
x： 該当せず等 

（注3）日系企業とは親会社が日本企業かどうかで判断する。 
（注4）「TTC活動との関連性」とはTTCの専門委員会の活動と関連しているかを示す記載とし、理由には具体的な専門委員会名

と関連している部分等を記載する。 


